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●「全国学力・学習状況調査」結果分析概要のお知らせ
ぜん こく がく しゅうじょうきょうちょうさ けっ か ぶん せき がい よう し

令和７年４月１４日（月）１７日（木）に実施された「全国学力・学習 状 況 調 査」の結果が発表
れいわ じっし ぜんこく がくしゅうじょうきょうちょうさ けっか はっぴょう

され、全国の各学校に調 査結果が提示されました。対象 は現３年生で、今年度の実施教 科は国語
ぜんこく かくがっこう ちょうさ けっか ていじ たいしょう げんさん こんねんど じっし きょうか こくご

・数学・理科でした。また、理科と生活習 慣などの実態を把握するための生徒質問紙による調 査は
すうがく り か り か せいかつしゅうかん じったい は あく せいと しつもんし ちょうさ

オンラインでタブレットを使って行 いました。その後、９月中 旬 には生徒の皆さんに個人の結果
つか おこな ご ちゅうじゅん せいと みな こ じん けっか

を返却 させていただきました。今回は、本校の３年生徒の皆さんの学力や生活習 慣などの傾向を全国
へんきゃく こんかい せいと みな せいかつしゅうかん けいこう ぜんこく

の調 査結果と比較しながら分析しました。ここでは、その分析結果を報告させていただくとともに、
ちょうさ けっか ひ かく ぶんせき ぶんせきけっか ほうこく

今後の教 育活動のための資料 として活用していくことが重 要であると考 えております。
こんご きょういくかつどう し りょう かつよう じゅうよう かんが

１ 学力調査より

国語
こく ご

国語は、思考力 ・判断力 ・表 現力 に関する出 題の中で「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読
こくご し こうりょく はんだんりょく ひょうげんりょく かん しゅつだい はな き か よ

むこと」の領 域のうち、「読むこと」についてはいずれも国・県の平均正答率を上回っておりました。
りょういき よ くに けん へいきんせいとうりつ うわまわ

学習 内容がよく理解されていると思われる項目として、「相手の反応を踏まえながら、自分の考
がくしゅうないよう り かい おも こうもく あいて はんのう ふ じ ぶん かんが

えがわかりやすく伝わるように表 現を工夫することができる」「自分の考 えが明確になるように、
つた ひょうげん く ふう じ ぶん かんが めいかく

論理の展開に注 意して話 の構成を工夫することができる」、「文章 の構成や展開について、根拠を
ろんり てんかい ちゅうい はなし こうせい く ふう ぶんしょう こうせい てんかい こんきょ

明確にして考 えることができる」が全国・県平均よりも高い正答率となっていました。
めいかく かんが ぜんこく けんへいきん たか せいとうりつ

その一方で「事象 や行為を表 す語彙について理解している」、「読み手の立場に立って、表 記を確
いっぽう じ しょう こうい あらわ ご い り かい よ て たちば ひょうき たし

かめて、文章 を整 える」に関してはやや課題がありました。様々な文章 の中で事象 や行為を表 す
ぶんしょう ととの かん か だい さまざま ぶんしょう じ しょう こうい あらわ

語彙を理解して適切に使ったり、読み手の立場に立ち、漢字や語句を正しく表 現するための学習 を
ご い り かい てきせつ つか よ て たちば かんじ ご く ひょうげん がくしゅう

充 実させていく必要があると考 えられます。
じゅうじつ ひつよう かんが

記述 式の問題については正答率がかなり低く、これは県・全国の平均正答率とほぼ同じような結果
き じゅつしき もんだい せいとうりつ ひく けん ぜんこく へいきんせいとうりつ おな けっか

となり、大きな課題です。
か だい

生徒質問用紙の結果を見ると、「学校の授業 時間以外に１日当たりどれくらいの時間、読書をしま
せいと しつもんようし けっか じゅぎょうじ かんい がい あ じ かん どくしょ

すか」に対し「１０分以上 ３０分未満」が一番多く、「１０分以上 ３０分未満」「１０分以下」「全
たい ぷんい じょう ぷんみ まん いちばんおお ぷんい じょう ぷんみ まん ぷんい か まった

く読まない」と解答した生徒の回答率を合計すると過半数を超える結果となっています。日頃から
よ かいとう せいと かいとうりつ ごうけい か はんすう こ けっか ひ ごろ

教 科書以外の様々な文章 を読むこと、そして筆者が何を伝えようとしているか、落ち着いて考 え
きょうか しょい がい さまざま ぶんしょう よ ひっしゃ なに つた お つ かんが

ることも読解力 を伸ばすきっかけになるかと思われます。
どっかいりょく の おも

数学
すう がく

数学は「数と式」の領 域において国の平均正答率を上回っていました。
すうがく かず しき りょういき くに へいきんせいとうりつ うわまわ

学習 内容がよく理解されていると思われる項目として、「相対度数の意味を理解している」、「事柄
がくしゅうないよう り かい おも こうもく そうたいど すう い み り かい ことがら

が常に成り立つとは限らないことを説明する場面において、反例をあげることができる」「目的に応
つね な た かぎ せつめい ば めん はんれい もくてき おう

じて指揮を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明できる」「事象 に即
し き へんけい い み よ と ことがら な た り ゆう せつめい じ しょう そく

して、グラフから必要な情 報を読み取ることができる」「証 明を振り返り、証 明された事柄を基に
ひつよう じょうほう よ と しょうめい ふ かえ しょうめい ことがら もと

して、新たに分かる辺や角についての関係を見いだすことができる」があり、全国または県平均より
あら わ へん かく かんけい ぜんこく けんへいきん

も高い正答率となっていました。
たか せいとうりつ

浜須賀中学校
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その一方で、「素数の意味を理解している」「一次関数 y=ax+b について変化の割合を基に、x の増
いっぽう そ すう い み り かい じ かんすう へんか わりあい もと ぞう

加量 に対する y の増加量 を求めることができる」については正答率がやや低く、基本的な知識の定
か りょう たい ぞうか りょう もと せいとうりつ ひく き ほんてき ち しき てい

着 に課題が見られました。
ちゃく か だい

また、記述 式の問題についても正答率が低く、これは県・全国の平均正答率とほぼ同じ割合であ
き じゅつしき もんだい せいとうりつ ひく けん ぜんこく へいきんせいとうりつ おな わりあい

ることから、全国的にも課題であり、教 科は違いますが国語でも同じ現象 が見られます。数学的な
ぜんこくてき か だい きょうか ちが こくご おな げんしょう すうがくてき

思考力 ・表 現力 を身につけるためには日ごろから１つの問題をじっくり一人で考察する、考察し
し こうりょく ひょうげんりょく み もんだい こうさつ こうさつ

たことを友達と学びあい、さらに考 えを深めるなどの練習 をこれからも地道に粘り強く続けていく
ともだち かんが ふか れんしゅう じ みち ねば づよ つづ

ことが必要であると考 えられます。
ひつよう かんが

理科
り か

理科は４つの領 域「エネルギー」「粒 子」「生命」「地球 」から出 題されましたが、全ての領 域
り か りょういき りゅうし せいめい ち きゅう しゅつだい すべ りょういき

において県・全国の平均を上回っています。
けん ぜんこく へいきん うわまわ

特に学習 内容がよく理解されていると思われる項目として、「電熱線で水を温 める場面において
とく がくしゅうないよう り かい おも こうもく でんねつせん あたた ば めん

回路の電流 電圧と抵抗や熱量 に関する知識及び技能が身についている」「水の中の生物を観察する
かいろ でんりゅうでんあつ ていこう ねつりょう かん ち しきおよ ぎ のう み せいぶつ かんさつ

場面において、呼吸 を行 う生物を問うことで、生命を維持する働 きに関する知識が概念として身
ば めん こ きゅう おこな せいぶつ と せいめい い じ はたら かん ち しき がいねん み

についている「科学的な探求 を通してまとめたものを他者が発表 する学習 場面において、探究 か
か がくてき たんきゅう とお た しゃ はっぴょう がくしゅうば めん たんきゅう

ら生じた新たな疑問や身近な生活との関連などに着 目した振り返りを表 現できる」「ガス警報器の
あら ぎ もん み ぢか せいかつ かんれん ちゃくもく ふ かえ ひょうげん けいほうき

設置場所が異なる理由を考 える学習 場面において、実験の様子と密度に関する知識及び技能を関連
せっち ば しょ こと り ゆう かんが がくしゅうば めん じっけん ようす みつど かん ち しきおよ ぎ のう かんれん

付けて、それぞれの気体の密度の大小関係を分析して解釈 できる」「化学変化に関する知識及び技能
づ き たい みつど かんけい ぶんせき かいしゃく か がくへんか かん ち しきおよ ぎ のう

を活用して、実験の結果を分析して解釈 し、化学変化を分子や原子のモデルで表 すことができる」
かつよう じっけん けっか ぶんせき かいしゃく か がくへんか ぶんし げんし あらわ

「分解に関する身近な事象 を問うことで、これまでに学習 した理科の知識及び技能を基に、化学変化
ぶんかい かん み ぢか じ しょう と がくしゅう り か ち しきおよ ぎ のう もと か がくへんか

の分解の知識が概念として身についている」「気圧に関する身近な事象 を問うことで、気圧の知識が
ぶんかい ち しき がいねん み き あつ かん み ぢか じ しょう と き あつ ち しき

概念として身についている」は県・全国平均を上回る正答率でした。生徒質問で「理科の授業 では実験
がいねん み けん ぜんこくへいきん うわまわ せいとうりつ せいと しつもん り か じゅぎょう じっけん

や観察を良く行っていますか」に対し９４％の生徒が「あてはまる」と答えており、県・全国平均を
かんさつ よ い たい せいと こた けん ぜんこくへいきん

大きく上回っていることも学習 の成果につながっていると思われます。
うわまわ がくしゅう せいか おも

２ 質問紙調査より ※「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した割合
しつ もん し ちょうさ かいとう わりあい

※ 下線をしている部分のは全国平均を上回っている事を示す
か せん ぶ ぶん ぜんこくへいきん うわまわ こと しめ

※ ◎は昨年と同じ質問
さくねん おな しつもん

◎朝 食 を毎日食べていますか → ８８．５％ （全 く食べない → ３．８％）
ちょうしょく まいにちた まった た

◎毎日、同じくらいの時間に寝ていますか → ７３．７ ％
まいにち おな じ かん ね

◎自分にはよいところがあると思いますか → ８８．５ ％
じ ぶん おも

◎先生はあなたの良い所 をほめてくれますか→ ８９．３ ％
よ ところ

◎将 来の夢や目標 を持っていますか → ７２．４ ％
しょうらい ゆめ もくひょう も

◎いじめは、どんなことがあってもいけないことだと思いますか → ９２．３ ％
おも

◎人の役に立つ人間になりたいと思いますか → ９６．２％
やく にんげん おも

◎学校に行くのは楽しいと思いますか → ８８．１％
い たの おも

◎普段の生活の中で幸 せな気持ちになることはありますか→９１．９％
ふ だん せいかつ しあわ き も

◎普段（月～金）の学校以外での学習 時間はどれくらいですか
ふ だん い がい がくしゅうじ かん

（塾 ・家庭教 師、インターネットを活用して学ぶ時間を含む）
じゅく か ていきょうし かつよう じ かん ふく

・３時間以上 →１８．７％ ・２～３時間 →３８．３％ ・１～２時間 →１９．６％
じ かんい じょう じ かん じ かん

・３０分 ～１時間 →１１．１％ ・３０分 未満 →４．７％ ・０時間 → ６．８％
ふん じ かん ふんみ まん じ かん

○普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、ICT機器を勉強 のために使っていますか
ふ だん あ じ かん き き べんきょう つか

・３時間以上 → １．７％ ・２時間以上 →２．６％ ・１～２時間 →１２．８％
じ かんい じょう じ かんい じょう じ かん

・30分～１時間→２２．６％ ・30分より少ない→３１．１％ ・全 く使わない→２４．３％
ふん じ かん ふん すく まった つか

○学校の授業 時間以外に、普段（月～金）、1 日当たりどれくらいの時間読書をしますか（電子書籍
じゅぎょうじ かんい がい ふ だん あ じ かんどくしょ でんし しょせき

を含む・教 科書、参考書は除く）
ふく きょうか しょ さんこうしょ のぞ

・２時間以上 → ３．４％ ・１～２時間以上 → ４．７％ ・30分～１時間→１１．５％
じ かんい じょう じ かんい じょう ふん じ かん

・10分～ 30分 →１７．４％ ・10分より少ない→１７．０％ ・全 くしない →３９．１％
ふん ふん ふん すく まった
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○学級 の生徒との間 で話し合う活動を通して自分の考 えを深めたり、新たな考 え方に気づいたり
がっきゅう せいと あいだ はな あ かつどう とお じ ぶん かんが ふか あら かんが かた

することができていますか → ８５．１ ％

○学習 した内容について、わかった点やよくわからなかった点を見直し、次の学習 につなげること
がくしゅう ないよう てん てん み なお じ がくしゅう

ができていますか → ７８．３ ％

○授業 や学校生活では、友達や周りの人の考 えを大切にして、お互いに協 力 しながら課題の解決
じゅぎょう せいかつ ともだち まわ かんが たいせつ たが きょうりょく か だい かいけつ

に取り組んでいますか → ９３．２％
と く

◎人の役に立つ人間になりたいと思いますか → ９６．２ ％
やく にんげん おも

◎地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか → ７１．５ ％
ち いき しゃかい なに おも

３ まとめと分析
ぶん せき

今年度、「朝 食 を毎日食べていますか」「毎日同じくらいの時間に寝ていますか」という質問につ
こんねんど ちょうしょく まいにちた まいにちおな じ かん ね しつもん

いては、昨年度よりもポイントが下がっています。基本的な生活習 慣の定着 は生徒の皆さんの健康
さくねんど き ほんてき せいかつしゅうかん ていちゃく せいと みな けんこう

安全面においても必要不可欠です。生活のリズムを整 えるよう、ご家庭のご協 力 をお願いいたし
あんぜんめん ひつようふ か けつ せいかつ ととの か てい きょうりょく ねが

ます。

「自分によいところがあると思いますか」という問いに対しては昨年度を上回り、９割近くの生徒が
じ ぶん おも と たい さくねんど うわまわ わりちか せいと

自己肯定感が高い傾向にあることがわかりました。将 来の夢や目標 を持っているかについても、昨
じ こ こうていかん たか けいこう しょうらい ゆめ もくひょう も さく

年度より少し上がっています。今後も生徒の皆さんが希望をもって自分の進路を考えることができる
ねんど すこ こんご せいと みな き ぼう じ ぶん しんろ

ように生徒の皆さんとの相談活動の充 実を図っていきたいと思います。
せいと みな そうだんかつどう じゅうじつ はか おも

また、学校以外での学習 時間については全国平均を上回っており、２時間以上 学習 をしている
い がい がくしゅうじ かん ぜんこくへいきん うわまわ じ かんい じょうがくしゅう

生徒が過半数を超えています。反面、１日に読書する時間が「１０分以下」～「全 くしない」と答
せいと か はんすう こ はんめん どくしょ じ かん ぷんい か まった こた

えている生徒が過半数を超えているのが気になります。学校では毎朝、読書をしていますが、学校に
せいと か はんすう こ まいあさ どくしょ

いる時間が長く、帰宅しても忙 しい中学生の皆さんにとって読書の時間をあえてとるのは難 しい現
じ かん なが き たく いそが みな どくしょ じ かん むずか げん

状 があります。
じょう

また、「人の役に立つ人間になりたい」という願いは昨年度と同様に強い一方、「地域や社会をよく
やく にんげん ねが さくねんど どうよう つよ いっぽう ち いき しゃかい

するために何かしてみたい」と思う人の割合は少し下がっています。最近、地域のボランティアに参加
なに おも わりあい すこ さいきん ち いき さんか

する生徒が少なくなってきています。中学生の皆さんが日々忙 しいのは十 分承 知しておりますが、
せいと すく みな いそが じゅうぶんしょうち

普段気づかないところで地域の方に見守られています。また、今後起こりうる災害の時に地域の方と知
ふ だん ち いき かた み まも こんご お さいがい とき ち いき かた し

り合いになることの大切さも感じています。ぜひ、少しでも時間があれば地域に目を向けてもらえば
あ たいせつ かん すこ じ かん ち いき む

と思います。
おも

今後も将 来の夢や希望を持つことができるような場面を少しでも多くつくり、自信を持って中学
こんご しょうらい ゆめ き ぼう も ば めん すこ おお じ しん も

卒業 後の進路に向かって進んでいけるように支援をしていければと考 えております。
そつぎょうご しんろ む すす し えん かんが


